
詳しくはホームページをご覧ください。  http://www.kashiwazaki-jc.or.jp/ 

運動が得意な方もそうでない方も入会して一緒に楽しみましょう!

▲ゴルフ大会

▼サッカー大会

▲野球大会

日本海太鼓
　「柏崎にも元気の出る本格的な太鼓
がほしい」との声が出されたのを受け、
柏崎青年会議所を中心に、有志5人によ
る練習が始まり、1977年に初披露され
ました。

３尺玉
　1987年、ぎおん柏崎まつりの最後を
飾り、日本海に初の3尺玉が打ち上げら
れました。これは創立30周年記念事業
として、会員メンバー、シニアクラブ及
び他団体の協力のもとに打ち上げられ
ました。

ふるさとかるた
　1994年に発行された「柏崎ふるさとか
るた」は、発行以来、たくさんの子ども達に
ふれていただき、遊びながら学んで、柏崎
刈羽を愛する気持ちを育ててきました。
　2010年にはまちしるべかるたを制
作しました。

マーチングパレード
　1977年、創立20周年事業として、市
内全小学校にマーチングバンド研究会
の設立を呼び掛けました。地道な活動
に、多くの方々の協力を得て、ぎおん柏
崎まつりの初日を飾る行事として柏崎
に定着しました。

まちしるべ
　創立40周年記念事業として、柏崎刈
羽各所の宝物に光をあてた50基の「ま
ちしるべ」を 創立50周年までの10年間
にわたり設置いたしました。
　それぞれ、各所の伝説・伝承が刻まれ
ています。

職業講話
　未来を担う子供たちの健全育
成の一環として職業講話を行っ
ております。柏崎JCメンバーが
社会人としてのマナーやルール、
心得等を子供たちに伝えます。過
去3年では約25校もの学校で実
施しています。

　皆さんが日常生活、社会生活の中で「何かやりたい・やってみたい」と

思った時に、柏崎・刈羽地域には様々なNPOや団体があります。その中で

も（一社）柏崎青年会議所（略称：柏崎JC）は活動の内容を限定せずに、常に

時代に即した運動を推進し活動しています。

　柏崎・刈羽地域を拠点としていますが、全国、全世界へと、その活動の場

は本人次第でどんどん広がっていきます。メンバーの職業も多様ですか

ら、更なる自己向上の場にもなります。

　（一社）柏崎青年会議所は半世紀以上の歴史をもった、青年経済人の素

晴らしい活動の場です。「地域貢献してみたい」「何か活動してみたい」と思

う方は、ぜひ一度活動を見にいらしてください。歓迎いたします。
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生徒さんからの感謝の声

柏崎青年会議所で
一緒に活動しませんか?

メンバーを募集しています！2月例会 「地域内連携の魅力と可能性」  2月9日

　２月例会では、木村俊昭先生をお招きして「地域を

変える力とは？」の基調講演をしていただきました。

各地域には眠っている原石が沢山あります。どんな

些細な物事でも深く掘り起し発信していくと他のま

ちからみるととても新鮮な物事になる。日本各地を

回り様々な実例をお持ちの木村先生のお話は聞く人

を魅了していました。

　県内21の青年会議所から各理事長をはじめ、メン

バー約50名にご参加いただき、4月例会を行いました。

柏崎青年会議所と原子力発電所との関わりや、エネル

ギー系の委員会を設けて、これまでに行ってきた例会

や様々な取り組みについての発表を行い、その後東京

電力(株)柏崎刈羽原子力発電所様ご協力の下、発電所

構内の見学を行いました。

4月例会 「原子力発電所と柏崎青年会議所のあゆみ」  4月25日

　この度、6月例会にご参加頂いた皆様、本当にあり

がとうございました。今回、里山再生活動をもとに多

くの団体の方々との交流の場を作るという目的を達

成することができ、理事長のスローガン「全体最適」を

形で表すことができたのではないかと思っておりま

す。そしてこの交流活動が、今後の地域内連携の基盤

となり、結束力の強い柏崎への第一歩となってもらえ

ばと感じました。

6月例会 「地域内連携の輪を拡げよう ～地域みんなの力で挑戦する里山の再生と創造～」 6月21日

　5月例会では、株式会社459の眞鍋邦大氏をお迎え

しました。外資系金融機関での忙しい毎日を送られて

いた眞鍋さんが、会社の倒産や東日本大震災などを経

て、ふるさとである四国への想いを強くされ小豆島で

起業されるまでのお話を聞くことができました。様々

なコンテンツをご紹介いただき、柏崎刈羽地域のまち

づくりを考えていく上での参考となりました。

5月例会 「今、田舎が熱い！～都会に負けない地方の魅力を伝えます～」  5月20日
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　小学生親子をお迎えして、ハイブリットカー作成を

通じてエネルギー教育を行いました。

　エネルギー教育の難しさや子ども達と一緒にエネ

ルギーを考えるやりがいや楽しさを感じました。子ど

も達が豊かな生活を支えているエネルギーについて

興味を持ち、将来の自分たちのエネルギーについて考

えるきっかけとなってくれればうれしいです。エネルギー教育委員会副委員長

赤 堀 博 一

7月例会 「エネルギーキッズスクール～親子で作ろう！ハイブリットカー‼～」 7月4日


